
 

【なぜ急変時の対応に困難が生じるのか考える】 

【取組むべき課題は何かを考える】 

課題抽出のためのワークシート 

 

【急変時の対応】 

 

 

 

 

 

 

 

 

本人・家族・地域に関すること 専門職・医療機関等に関すること その他のこと 

・身寄りがないと、急変時に付き添った

り、医療同意を任せたりする人がいな

い。 

・家族や本人の不安が強い。 

・本人の状況を救急隊へ上手く申し送る

ことができない場合がある。 

・本人情報の事前共有・整備がされてい

ない。 

・かかりつけの病院へ救急搬送をお願い

するも断られることがある。 

・介護度が確定するま

でに時間が必要なた

め、その間は必要な

サービスを受けられ

ない。 

 

 

 

緊急性 重要性 
取組み 

やすさ 
課題 

☒ ☒ ☐ 平常時より急変時の備え（相談先や本人情報の明確化等）を行う必要がある。 

☒ ☒ ☐ 自分で意思決定ができるうちに、その内容を表明する必要がある。 

☐ ☐ ☐  

☐ ☐ ☐  

☐ ☐ ☐  

 

 

目指す姿 

急変時にも、自分の意思が尊重

された適切な対応（治療）を受

けることができる。 

 

現 状 

急変時に搬送先が決まらないな

ど、対応に困難が生じることがあ

る。 
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